
 

 

 

 

 

 

 

◎大学入学共通テスト   

１月 1３日（土）・1４日（日）  於 ： 盛岡大学 

２０２４年の大学入学共通テストが、県内各試験会場で２日

間の日程で行われました。盛岡四高生は、盛岡大学が試験会場

でした。前日１２日（金）の結団式では、校長先生や学年の先

生からの激励の言葉をいただき、生徒達はその激励をうけて試

験に臨みました。これまで積み重ねてきた授業、課題、各種の

講座、数々の模擬試験等で蓄えた力を発揮する時です。 

１３日の朝７時過ぎ、学校近くの岩鋳さん駐車場から担任の

先生方の点呼を受け、それぞれのバスに乗り込み、試験会場に

向かいました。二日間に及ぶ試験、全力を出し切ったことと思

います。１５日（月）には自己採点が行われました。３年生は

その結果を確認しながら、志望校へ出願します。 

未来はすぐそこに。頑張れ！受験生！ 

 

【共通テスト 二日間の日程】

 

 

盛岡第四高等学校 学校報      

シルバーリーフの風 
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令和６年１月２２日発行 

岩手県立盛岡第四高等学校 

担当 副校長 大石 敦子 

ホームページにも掲載します 



❄八重山交流 ～～ 盛岡四高へようこそ！～ 

１月１１日（木）～１７日（水） 

石垣島の沖縄県立八重山高等学校から、１．２年生の生徒１４名と引率の先生１名をお

迎えしました。一面雪景色となった１２日、歓迎式が体育館で行われ、バトントワリング

部と音楽部が歓迎のダンスや歌で歓迎の気持ちを表し、八重山高校生からは石垣島の紹介

があり、郷土芸能が披露されました。 

交流期間中は、授業への参加のほか、わんこそば体験、カーリング体験、平泉歴史学習

など、岩手ならではの経験を積みました。受入れ家庭のご協力で、ホームステイをしなが

ら雪国岩手の生活を味わい、雪や真冬日の寒さも体験した南国の生徒達。１７日の朝、盛

岡駅では、ホスト生徒やファミリーと涙を流して別れを惜しむ姿がありました。 

ホストの生徒の一人は、「とても貴重な交流体験ができた。岩手は何もないと思ってい

たが、雪が降ること、寒さに息が白くなることなど、当たり前に思って

いたことも岩手の良さだと再発見した。もっと交流したかった。またい

つか会おうと約束をした。」と語っていました。 

温かい心と心が通い合った４年ぶりの対面での交流。これからも八重

山高校と盛岡四高の交流は続いていきます。 

 

   

 

 

 

🔶🔶🔶  募金活動の報告 

１月１０日から１２日までの３日間、生徒会執行部と奉仕委員会が中心となり、能登半島地震災

害を受けての募金活動が行われました。朝の時間と昼休みに本校の生徒や教職員に義援金を募り、

合わせて５１，９７９円が集まりました。ご協力ありがとうございました。義援金は１５日に、

「石川県令和６年能登半島地震災害義援金口座」に振り込みましたので、お知らせいたします。                   

🔶🔶🔶  


